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What's Kaon ?
・sクオークとその反クオークを含むメソン
　(クオーク2つからなる粒子をメソンと呼ぶ)

KS   KL 

!"# 

(9.0!10-11s) 

!"# 

(5.1!10-8s) 

2つの粒子の重ね合わせ

現在見つかっているクオーク

・現実世界にはK+とK-と
　KsとKLの4つの中間子が
　存在する。
・質量は～500MeV
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・サハロフの3条件(現在の宇宙が存在できる条件)
　・宇宙が非平衡状態である
　・粒子反粒子の存在比が違う
　・CPの破れ(粒子反粒子で物理法則が違う)
         →小林益川理論によって説明
・現在、CPの破れ具合は小林益川理論だけでは説明不可
・KL->π0νν崩壊は直接CPを破る崩壊

KOTO実験の目的は新物理(新たなCP非保存過程)の探索

KL→π0ννの物理
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どこで
・茨城県那珂郡東海村に建設されたJ-PARCでやります。
・世界最大強度の陽子シンクロトロン加速器。
・2010年エンジニアリングRun(実験装置の動作テスト)
・2011年物理実験開始 ここでやります。
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だれが
・日本
　京大、岡山大、阪大、佐賀大、防衛大、山形大、KEK
・海外
　・アメリカ:アリゾナ大、シカゴ大
　・韓国:ソウル市立大、チェジュ大、プサン大
　・その他:台湾、ロシアからも参加

日本を含め様々な研究機関が参加し、 参加人数と
しては60人程度の日本主導で行われている国際共
同実験。
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京大では...
・スタッフ : 南條
・学生
　・D3 : (森井)、塩見
   ・D2 : 河崎、増田
　・D1 : 内藤、前田
　・M2 : 高橋(剛)
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どうやって～kaon～の作り方

・加速器から取り出した陽子をNiターゲットにぶつける
　・陽子とNiの原子核が反応して色々な粒子を生成　　
　　(γ,π,η,K,n,Σ...)
　・磁場で荷電粒子を曲げて荷電粒子を除去
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どうやって～検出原理1～
KL->π0νν 検出不可

一瞬で2γに崩壊
　・γはCsIカロリメータで位置とエネルギーを測定
　　→π0の崩壊位置と横方向運動量を再構成してsignal判定
　・崩壊領域を全立体角Vetoで覆う
　　→π0以外の粒子が存在しないことを保証
　　　(次ページで説明)

!線検出器
(荷電にも反応)

荷電粒子検出器
(!には反応しない)

KL
!

!

"

"

CsIカロリメータ
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どうやって～検出原理2～

!線検出器
(荷電にも反応)

荷電粒子検出器
(!には反応しない)

KL
! e+

#-

CsIカロリメータ

例えば...

!線検出器
(荷電にも反応)

荷電粒子検出器
(!には反応しない)

KL
"

"

CsIカロリメータ

KL->π-e+ν

KL->3π0
" "

""
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どうやって～検出原理2～

!線検出器
(荷電にも反応)

荷電粒子検出器
(!には反応しない)

KL
! e+

#-

CsIカロリメータ

例えば...

!線検出器
(荷電にも反応)

荷電粒子検出器
(!には反応しない)

KL
"

"

CsIカロリメータ

KL->π-e+ν

KL->3π0
" "

""

CsIカロリメータ以外で信号を検出することで
見たい崩壊以外の事象(BG)を排除する
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実験的困難

・崩壊事象を観測するに当たって邪魔な崩壊事象がありすぎる
・非常に稀な事象なので観測が難しい。
・生涯で隕石に当たる確率～10-10

・この世にDNAが完全に一致する人間が存在する確率～10-11

　(簡単に見つかったけど)

E391aでの森井さんの
解析(World record!!)
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regular meetings 

!!regular meetings (@318) 

!!weekly meeting ("#$%&'+()*+,,-*+) 

!!./0123 18:00~ (4561~278) 

!!9:;<=;>?@ABCDEF, GHIJ.K;LM@N
OFPQ. 

!!video meeting / DAQ meeting (RSTU'VWX) 

!!Y3 9:00~ (1~278) 

!!Z[W\]00^_<=`aCb_cd]6eefDEFPQ. 

!!gh;RSTU'Vijk;flmfQ. 

!!n'op'qrs'tu%v (n'op'qrwxy) 

!!z3 9:30~ (1~278) 

!!{|6n'op'qr;}~��;��. 
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,!collaboration meeting 

,!e1~29, 3?f 

,!@A : KEK(ghi) 

,!jklm'nopKLMN, PQ%qr8stu\]0RtMd.

 -vwxyO$d. 

z9{ 

5727-30?!! 
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